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                 令和８年６月１７日 

 

金蔵山古墳は、中区沢田に所在し、現状保存されてきた4世紀後半の大型古墳です。この度の

史跡指定は、古墳のもつ学術的・歴史的価値を鑑み、周知化や保存活用の点から、保護の措置を

図ろうとするものです。 

 

１ 古墳の概要 

・指定の対象の名称 

     金蔵山
かなくらやま

古墳
こ ふ ん

 

・指定の対象所在地 

     岡山市中区沢田 

・指定の対象地域の面積 

     38,699.00㎡ （民有地 ４１筆） 

・古墳の築造時期と規模等 

     古墳時代前期末から中期初頭  墳長約１５８ｍの前方後円墳 

 

２ 内 容 

本件は令和８年２月に、文部科学大臣へ史跡指定の意見具申を提出しております。6月１９日

（金）に開催される文化審議会は、同審議会文化財分科会の審議・議決を経た上で、金蔵山古墳

を史跡の新指定として文部科学大臣に答申する予定です。 

古墳は、岡山平野の中央部、操山丘陵に立地しており、墳丘は３段に築かれ、加えて端部には

低いテラス状の段がつき、西くびれ部には造り出し、東くびれ部には島状遺構が付属しています。 

昭和２８年に倉敷考古館による発掘調査が後円部墳頂を中心に行われ、２基の竪穴式石室、

副葬品用の小石室、それらに伴う豊富な副葬品や、各石室の上部には方形壇と、これに伴う方形

埴輪列が確認されました。 

その後、平成２６年度から令和４年度に岡山市教育委員会により発掘調査が行われ、古墳の規

模や構造を確認できました。特に、未調査であった造り出し、島状遺構では埴輪列で区切られた 

空間に形象埴輪を配置し、土製品や土器を用いた祭祀が行われたと考えられます。墳丘と島状 

「金蔵山古墳」について 

国指定史跡への答申が出されます 

 



 

 

 

遺構の谷部では、水の儀礼に関わる導水施設を内部に表現した家形埴輪と、これを囲む囲形埴

輪、柵形埴輪が出土しており、重要な発見です。 

金蔵山古墳は、当該期の中国・四国・九州地域における最大規模の古墳です。これまでの調査

で後円部の埋葬施設や副葬品に加え、後円部墳頂、造り出し、島状遺構といった各所で埴輪など

の組成や配置内容が明らかになっており、吉備を代表する首長墓であります。さらに、古墳の構

造や副葬品、体系的な形象埴輪群はヤマト王権との密接な関係性をうかがえ、副葬品の中には

朝鮮半島との交流をみることができるものが含まれます。以上を踏まえ、吉備の地域首長の実

態とその動向、またヤマト王権の政治的動向を考える上で重要と評価されました。 

今回の指定にあたり、市内の国指定史跡は１９か所となります。また、岡山県内でみて平成２０

年の彦崎貝塚（南区彦崎）以来、１８年ぶりとなる新規指定となります。 

 今後は、金蔵山古墳を貴重な史跡として将来にわたって、保存・継承していくための計画づくり

を進める予定です。 

 

３ 留意事項 

発表内容については、全国一律の公表日時が以下の通り示されています。それより前に報道

されることのないようお願いいたします。また、審議会の終了時刻によっては解禁時間が後ろに

ずれる場合があります。その際は、別途お知らせいたします。 

 

 テレビ・ラジオ・インターネット： ６月１９日（金） １７：００ 解禁 

                 新聞： ６月２０日（土） 朝刊 解禁 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【問い合わせ先】                  

岡山市教育委員会 文化財課 萩原・寒川  直通086-803-1611 内線3875 

 

 

 



 

 

 



 

 

 



 

 

 

平成 26 年度発掘調査時 

平成 29 年度発掘調査時 

令和元年度発掘調査時 



 

 

 

令和３年度発掘調査時 



 

 

 



 

 

 


